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大分県集落営農法人会は５月２０日、平成３０年度総会を大分市内で開きまし

た。県下営農法人代表ら７１人が参加し、全３議案を審議・承認しました。

佐藤勇夫会長は「今は大変厳しい農業情勢だが政府に提言活動を行い、問題を解決し

ていきたい。今後の農政運営について行政と一体となり、真剣に取り組んで行きたい」とあ

いさつしました。

また、来賓のＪＡ大分中央会の二宮伊作会長は「農業者の高齢化や担い手不足、国

の米政策の転換などの問題解決に向け、皆様方自身が国への提言活動を行ったことは

素晴らしいことである。ＪＡグループは自己改革に関する取り組みを強化していくので、ご理解、ご協力をお願いする」とあいさつしま

した。

総会では、２０１８年度活動実績・収支決算、１９年度活動計画及び予算等全３議案が審議・承認されました。

総会後は、全農おおいた、ＪＡグループ大分（県域担い手サポートセンター）などが農機事業の取り組みや労災保険、新たな外国人材

受け入れ制度等について研修を行いました。

大分市内の(農)国分で、昨年から本格的に開始した乾田直播栽培の播種作業が、

５月２９日に始まりました。

乾田直播のメリット(移植栽培との比較)は、

●育苗作業が不要で省力・低コスト化になる

●代かき作業をしないので省力化に繋がる

●通常の移植栽培と組合せることで、規模拡大が可能となる。

などのメリットがあります。

同法人では、10年ほど前、関係機関からの働きかけで、近隣の5人(法人含む)で「乾

田直播栽培」を開始したそうですが、当時は播種も手作業で、栽培技術も確立されてい

なかったため、同法人以外は通常の方式に戻してしまっていました。

平成29年度の大分県集落営農法人会主催の「乾田直播栽培のすすめ」の研修で栽

培技術の確立を確信し、その後も関係機関と試行錯誤のうえ、ようやく栽培管理のコツを

つかみ、昨年度は4ha、そして今年は全15haのうち、11haをこの方式に替えています。

２９日の播種初日も、18aの圃場を約1時間で済ませ、その後は1日に2～3ha(トラク

ター2台)済ませていくこととしています。

１．定期総会の開催

平成30年度定期総会を開催し、全ての議案が承認される

２．水田農業経費削減策への取組み広がる
(農)国分・乾田直播栽培、(農)グリーンファーム畑・水稲高密度播種栽培！！

３．県・関係部署との意見交換会
普及員の技術向上を願う

４. JA農機フェア2019
農業機械で労働力不足を補う！
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平成30年度 大分県集落営農法人会定期総会を開催 ～豊の国 健康ランド～

水田農業経費削減策への取組み広がる
(農)国分・乾田直播栽培、 (農)グリーンファーム畑・水稲高密度播種栽培！！



ター2台)済ませていくこととしています。

ただし、乾田直播栽培は慣行栽培と栽培技術が全く異なるため、導入するには十分な

検討が必要です。

<乾田直播栽培の留意点>

◎圃場条件・・・水持ち、用水確保、均平など

◎播種深度・・・(雑草・鳥害の影響回避対策として)

◎雑草防除・・・防除のタイミング

◎施 肥・・・施肥量とタイミング(入水までの畑期間は肥料が流亡しやすい)

◎水 管 理・・・ジャンボタニシ(ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ)、雑草対策

◎病害虫防除・・(移植のような苗箱施薬をしないので)

上記のように留意すべき事項が多くあり、また地域によって作業適期も異なるため、乾田

直播に関心のある方は、お近くのJAまたは振興局に相談してください。

豊後高田市の(農)グリーンファーム畑は、今年30aの水稲高密度播種による田植え(密苗㊟・密播苗栽培)の試作を６月20日に行い

ました。

密苗㊟・密播苗栽培は、箱苗を作る際通常の2～3倍の播種量でかつ育苗期間を短くし、通常より細い爪の田植機で少量ずつ掻き取る

ことで箱苗枚数を1/2～1/3にし、コスト削減をねらう技術です(メーカーにより苗取量減少の方法が異なる「下記」）。

同法人では、今年6月3日に320ｇ/箱播種し約15㎝に成長した17日苗で田植えを行いました。これにより、通常16枚/10a必

要であった箱苗が、今回は8枚/10aで終わりました。先進的に実施している事例では、6条植え田植機の場合、30aの圃場は田植

機の運転台から一度も苗箱の補充で降りることなく、一人で作業ができるため、かなりのコスト削減になるとの事例もあります。

<メリット>

・面積当たりに必要な苗箱数を1/2～1/3程度に削減可能

・稚苗で田植えを行うため育苗期間が短い

・田植時の運搬・苗継ぎ時間が減る

・田植え以降の管理は通常通り

<デメリット>

・専用の播種機や田植機が必要な場合がある

・育苗期間が長くなると苗が老化し易い

・稚苗なためジャンボタニシ(ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ)の被害を受けやすい

早田組合長は、『今回の結果が良ければ、この技術での栽培面積を増やし、高齢化で労働力が減少していく中、しっかりと地域農

業を守っていきたい。』と明るく話していました。

注;「密苗」は、ヤンマー株式会社の商標登録です。

【苗取量減少の仕組み】

①ヤンマー密苗の場合

・幅狭爪・プッシュロッド・小面積レール取口・幅狭ロングガイドを装着。

（部品台10～20万円、別途作業工賃） ※取付不可能機体有

・密苗仕様田植機ＹＲ－５～８Ｄ,Ｔを開発。（通常機にプラス５万円程）

※横送り３０回まで調整可能、密苗用部品装着済

②クボタ密播苗の場合

・苗クリーナ・苗スライドストッパを装着。（2千円/条）

・横送り３０回に変更する場合は別途部品＋工賃

肥料を補充する際にこぼさないよう、

一斗缶を加工する工夫も。(上写真)
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① トラクターにシートベルトとフレームは必須！

JA農機フェアの一角で、トラクターの傾斜体験会を行っていました。

シートベルトとフレームで大きな人身事故が防げるとのことです。

② 『防除情報』をこまめにチェックを (^_-)-☆

天候の不順が当たり前になってきたこの頃、病害虫等の防除を的確に行ってリスク対応していきましょう。

法人会のホームページには、随時『防除情報』を掲載しています。活用して下さい。

事務局からのお知らせ

令和元年度 今後の主要行事

８月２３日 人材確保対策研修会

９月上・中旬 農業団体との意見交換会

１１月５日・６日 集落営農５県サミット 於;高知県

１２月９日・１０日 全国集落営農サミット

県・関係部署との意見交換会 ！！

JA農機フェア2019 農業機械で労働力不足を補う！

台風８号で開催が危ぶまれていた『JA農機フェア2019』が、８月７日・８日の両日関係者の願いが届き、昭和電工ドームで盛

大に開催されました。農業経営の現状を見ると、農業従事者の高齢化や労働力(担い手)不足が問題となっており、加えて、水田農

業からの脱却が本県農業の課題となっていますが、年々改良が加えられ、高齢者にも使いやすくなってきた農業機械の導入は、これら

の問題や課題の解消に不可欠となっています。

法人会の会員も、３９法人・１２７名が来場し、年々進化し農作業の省力化・効率化していくこれらの機械に、見入っていました。

8月7日（水）大分県庁にて大分県集落営農法人会と県関係課との意見交

換会が行われ、法人会員7名（会長、副会長含む）と関係者9名が出席しました。

佐藤会長（大分県集落営農法人会）、田染課長（農地活用・集落営農課）の

挨拶後、畑中参事（地域農業振興課）が農業普及指導員の組織体制や活動内

容についての概要を説明しました。

会に先立ち実施した事前アンケートでは109法人中34法人から回答があり、普及

員や県への要望やご意見が集まりました。アンケート結果を受け、主に普及指導員の

配置や役割、スマート農業の現状、人材バンクについての意見交換を行いました。会

員からは普及員の指導体制の見直しや、普及員の技術向上等の要望、実際にICT

に取り組む中での課題等について多くの意見が出て、県の担当職員と有意義な意見

交換をすることが出来ました。



広　　報

※「集落営農法人会」で検索しても上位に出てきます。








